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                                田  辺  國  土
 正則行例λのすべての主座小行列が正則のとき，対角成分がすべて1の下三角行列工と上三角行列
σで
  （1）                  λ＝Lσ
となるものが一意的に存在する．この分解（ムσ分解）は連立一次方程式ル＝ろの数値解法の基礎であ
る．（1）を実際に数値計算するアルゴリズムは数多くあるが，ガウス消去法が最も優れていることは良く
知られている．
 ここでは，Lσ分解を逐次近似的に求める方法を与える．
 行列ム，σの近似行列をそれぞれ工。，σ。とするとき，次の反復公式で行列の系列｛L／｛σ。｝を生成
する．
